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　平成 26 年 10 月 4 日（土），静岡県浜松市にあ
る浜松医科大学内のメディカルフォトニクス研
究センターと質量分析イメージング施設測定装
置の施設見学に参加させていただきました。
　今回，地方会や年次大会も含めて，放射線安
全取扱部会への初めての参加であり，ある種の
緊張を抱きながら集合場所の浜松駅前に向かい
ました。参加予定者の方々は予定より早い時間
に集合され，皆で路線バスに乗り込み，目的地
へ向かいました。
　施設到着後，まずは間賀田泰寛先生から，自
己遮蔽タイプのサイクロトロン，ホットラボ

（基礎開発用，GMP 対応），イメージング装置
など施設について，また，マウスを使ったイメ
ージングについての説明をしていただき，興味
深く聴講させていただきました（写真 1）。
　続いて，小川美香子先生から光イメージング
の話がありました。筆者自身，光イメージング
というものに接する機会が今までになかったの
で，光イメージングには発光と蛍光の 2 種類が
あること，出血の多い場合血液の多い臓器では
緑色の蛍光は見えにくいことなど，非常に興味
深く話を聞かせていただくことができました。
　その後，瀬藤光利先生から質量分析イメージ
ング法の概要や使用する機器，また，先端的質
量分析イメージング施設の学術・産業共用促進
事業について説明をしていただきました。光イ
メージング同様，質量分析イメージングについ
ても全く接点がなく，今回の瀬藤先生の話で初

めて見聞きする機会を得た，という感じです。
　あと，施設利用について，間賀田先生，瀬藤
先生より説明があり，大学にある高度な機器を
使用できるという点において，企業にとっては
初期費用を抑えられることで魅力的な話である
ことは間違いない，と勝手に思った次第です。
　さて，先生方の説明が終了したあとは，施設
見学の時間となりました。今回はこの施設見学
を楽しみにしていました。見学時は 3 班にわか
れ，筆者の班はまず，小川先生の案内により光
イメージング関係の機器を見学させていただき
ました。蛍光イメージング装置内に置いてある
青く光っているマウスが，黄色い透明な板を通
して覗くと，青色は見えなくなり緑色に光る部
分だけが見えるという，不思議な現象を目の当
たりにしました。この時の小川先生の説明で印
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写真 1 施設説明光景
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象に残っているのは，これを応用すれば，外科
手術の際に，緑色に光るがんを直接見ながら切
除ができるということでした。RI の場合，直
接目で見ることはできませんが，光イメージン
グの場合は可視化できることが大きなメリット
であることが素人ながらにも分かりました。そ
の後，CT，MRI と続けて見学させていただき，
CT 画像を見せていただきながら，内臓脂肪の
話になりました。筆者が一緒に見学をさせてい
ただいたグループには，一見して内臓脂肪が問
題になるような体型の方はいらっしゃらなかっ
たようですが，別の班ではどうだったのか少し
気になるところです。
　小川先生の案内での見学を終わり，次いで瀬
藤先生の案内で質量分析関係の機器の見学をさ
せていただきました。数多くの機器があり，パ
ネルを使っての機器構造の説明，現在 10 mm の
解像度から最終的には 5 mm までイメージング
できるような装置の開発など，先生が今まで行
ってこられた研究について，話をしていただき
ました。今ではデータ容量ついて，GB や TB
が簡単に安く手に入るが，先生が研究を始めた
頃には数 GB の物がかなり高額であったこと，
また，車には設計図があり，部品等の説明図も
あるのに，人の体の設計図などないんですよね
っとおっしゃっていたことが印象的でした。
　最後に，間賀田先生の案内で PET 関係の施
設を見学しました。まずは浜松ホトニクス（株）
との共同開発である，脳専用の PET 装置を見
学させていただきました。被検者の症状や状態
に合わせて，立位，座位，横になった状態での
測定が可能であることが便利なこと，またそれ
ぞれの体勢により脳血流が変わることなども説

明いただき，PET＝横になった状態での撮像し
か知らない筆者にとっては，大変興味深く斬新
で，勉強になることでした。その後は動物用の
イメージング機器やソフト，画像の説明，動物
飼育室，サイクロトロン室，ホットラボ室など
いろいろな機器や部屋を見せていただきました

（写真 2）。
　施設全体を見学させていただいて思ったこと
は，動物実験などをされているにもかかわら
ず，施設や機器等が非常にきれいに使われてい
る印象を受けました。先生方が研究を熱心にさ
れながらも，大事に使われていることが伝って
きました。今後もこの施設で，高度かつ先進的
な研究が進められていくのだろうと思いながら
施設を後にしました。
　最後になりましたが，講演，案内をしていた
だきました先生方や施設関係者，また運営に携
わられた関係者の方々に深くお礼を申し上げま
す。
 （（株）アトックス　神戸医療事業オフィス）

写真 2 イメージング機器




